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．
ド
■
．
馨
．
週
一

福
島
　
升

◆
福
島
地
区
電
友
会

◎
平
成
2
7
年
度
地
域
糾
¶
幹
車
会
議
開
催

今
隼
度
小
突
王
の
電
友
会
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
な

る
、
地
域
担
当
酔
車
会
議
が
6
日
1
R
H
に
　
「
ラ
コ
ハ

ふ
ノ
1
し
ま
」
　
こ
労
金
ビ
ル
）
　
会
議
室
で
問
催
さ
れ
ま

し
た斉
藤
政
夫
紺
会
長
は
挨
拶
の
中
で
1
新
規
余
日
勧

奨
ツ
ー
ル
と
し
て
入
会
余
日
ハ
へ
の
ク
オ
カ
ー
ド
匙
＝
仁

リ
ー
余
日
ハ
同
上
が
催
い
あ
う
サ
ー
ク
ル
活
動
の
活
門
化

3
余
日
の
近
況
を
把
握
し
会
‖
同
仁
が
支
え
合
う
〃

親
お
っ
ノ
＼
り
を
冥
践
し
て
い
ノ
＼
こ
と
を
詔
し
ま
し
た

今
回
の
N
T
T
講
演
は
、
ド
コ
モ
C
S
東
北
福
島

支
店
渡
辺
守
庸
法
人
常
葉
机
当
部
長
を
誹
輔
に
お
招

き
し
「
ト
コ
モ
の
和
利
鬼
に
つ
い
て
」
説
明
を
頂
き

ま
し
た
説
明
の
中
で
今
詔
題
の
、
ス
マ
ホ
し
一
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
ま
と
め
た
　
「
ト
コ
モ
尤
　
ハ
ノ
ク
に
つ
い

て
、
料
金
豆
ト
コ
モ
の
契
約
朝
川
・
契
約
形
態
に
よ

り
個
人
区
々
の
た
め
直
接
、
ト
コ
モ
シ
ョ
′
　
フ
に

伺
っ
て
用
談
し
て
は
し
い
と
の
こ
と
て
し
た

侵
食
を
は
さ
み
、
牛
後
に
は
テ
ル
ウ
T
い
ル
東
日
本

福
鳥
支
店
両
日
友
祝
頼
り
諜
艮
か
l
r
り
　
㍉
心
根
車
圭
一

の
紹
介
か
あ
り
、
押
し
化
い
皿
根
は
助
成
施
設
て
作
成

し
て
お
り
、
㌧
化
り
卜
け
の
一
部
を
そ
れ
・
り
施
設
へ
接

助
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
最
近
の
曲
貴
…
な
自
紙
に

つ
い
て
説
明
か
あ
り
ま
し
た
　
ま
た
、
従
来
最
前
陳

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
小
皿
侶
例
文
」
が
人
′
年
度
配
布

の
　
「
タ
ウ
ン
へ
ー
シ
」
　
に
掲
曜
さ
れ
て
い
な
い
が
？

と
の
質
問
に
対
し
、
N
T
T
か
ら
の
要
望
で
掲
戒
を

削
除
し
た
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
＝
禦
、
一
再
り
の
車
皿
附
配

適
所
に
申
し
H
て
ほ
し
い
と
の
回
答
か
あ
り
ま
し
た

そ
の
後
1
満
車
に
入
り
、
高
橋
徹
車
蕗
局
次
長
及
び

斤
蒔
隆
常
什
酔
車
か
ら
㌘
年
度
の
主
た
る
小
岩
汁
叫

の
槻
紫
・
役
目
の
役
割
分
拍
∵
地
域
‖
ぺ
枠
車
の
役

剖
に
つ
い
て
説
明
か
あ
り
、
今
隼
度
地
域
酔
車
わ
苗

点
取
組
み
と
し
て
1
会
出
等
配
適
時
の
余
日
ハ
近
況
の

把
据
主
意
持
ち
会
‥
日
へ
封
損
の
完
全
伝
運
を
行
う

こ
し
右
－
確
認
し
ま
し
た

・
満
車
終
了
後
、
に
隼
に
．
日
．
り
地
域
停
車
し
一
し
て
活

動
さ
れ
今
年
度
退
什
す
る
、
伊
睦
守
さ
ん
、
桑
原
的

夫
さ
ん
の
り
】
氏
に
対
し
記
念
品
か
贈
＝
L
き
れ
ま
し
た

■
り
】
氏
と
も
都
合
に
よ
り
欠
席
て
し
た
⊥

＝
里
校
に
、
高
橋
敬
．
車
務
局
長
か
ら
次
の
連
絡
車

項
か
あ
，
り
終
了
し
ま
し
た

1
　
竜
友
会
＝
日
を
対
象
に
し
た
N
T
T
保
の
相
談

余
聞
催
に
つ
い
て

開
催
日
時
及
び
場
所
等
に
つ
い
て
は
別
な
通
路
■

り
】
　
サ
ー
ク
ル
助
成
金
紬
の
変
更
に
つ
い
て
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「　．l‾一‾

山内功N［福島支店長挨拶と乾杯

従
来
の
サ
ー
ク
ル
会
日
数
割
か
ら
、
1
人
¶

た
り
7
0
0
円
へ
変
更
　
へ
1
サ
ー
ク
ル
限
度
制

3
0
C
O
O
H
）

3
　
串
務
局
事
務
室
移
転
に
つ
い
て

7
＝
以
降
現
車
務
圭
の
隣
へ
移
転
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
■
　
（
現
在
の
釣
り
】
倍
強
の
広
さ
に
な
＝

ます　〉
◎
サ
ー
ク
ル
代
衣
常
会
適
開
催

9
日
ほ
日
毎
高
車
尺
会
館
会
・
禦
ヤ
て
、
柚
鳥
地
区

と
吾
碁
会
の
サ
ー
‥
プ
ル
代
衣
者
会
議
が
昨
隼
よ
T
J
1

サ
ー
ク
ル
多
い
、
川
サ
ー
ク
ル
γ
名
の
参
加
て
行
わ

れ
ま
し
た

車
務
局
か
ら
、
次
の
3
点
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

しい・＿

ま
し
た

1
　
サ
ー
ク
ル
助
成
仏
性
の
見
直
し
に
つ
い
て

リ
ー
サ
ー
ク
ル
助
成
金
申
請
様
式
の
改
定
に
つ
い
て

3
　
サ
ー
ク
ル
助
成
余
申
請
時
の
注
意
点
に
つ
い
て

結
い
て
、
祐
サ
ー
・
ク
ル
か
ら
今
年
度
の
活
動
状
況

と
、
今
結
石
計
両
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
「

定
期
的
な
例
会
開
催
や
他
地
l
く
　
｛
隣
県
）
　
と
の
交
流

会
を
行
う
等
、
活
発
な
情
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
が
あ
る
半
面
、
高
齢
に
よ
る
講
師
か
侶
退
し
た
こ

と
に
伴
い
、
余
日
も
退
さ
し
減
日
に
な
∵
た
サ
ー
ク

ル
等
、
直
面
す
る
課
題
も
川
さ
れ
ま
し
た

同
じ
趣
味
の
伸
冊
か
集
ま
り
　
「
詔
し
・
歌
い
・
体

を
動
か
t
L
・
技
を
磨
く
」
　
こ
と
が
性
根
の
証
し
だ
と

考
え
ま
す

祐
サ
ー
ク
ル
今
後
も
継
続
し
た
情
動
を
行
っ
て
行

毛
、
ま
し
上
‥
つ

⑦
節
目
川
堤
滝
記
念
日
を
祝
う
会
閲
催

叩
日
か
〓
裾
鳥
肌
西
日
　
Ⅷ
サ
・
セ
レ
ク
ト
ン
裾
鳥
」

安
通
人
良
の
肌
に
お
い
て
、
O
B
・
C
G
、
御
来
賓

N
T
T
東
日
本
幹
部
1
3
5
∴
n
が
参
加
し
、
第
日
回

揖
揖
記
念
日
を
祝
う
奈
か
盛
大
に
悶
催
さ
れ
ま
し
た

退
職
音
の
奈
遠
目
畦
雅
悪
さ
′
八
が
総
合
川
奈
キ
石
工

退
職
首
の
余
裾
高
地
け
協
議
会
斤
藤
苧
雉
会
長
の
閏

余
挨
拶
に
続
き
、
、
巨
催
帯
と
し
て
竜
友
会
裾
局
地
ド

斉
蒔
頂
上
会
長
、
Y
T
T
車
＝
本
柚
鳥
友
情
山
内
功

友
情
に
か
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
支
店
長
か
ら
乾
杯
の

榊
発
声
キ
一
頂
き
、
来
賓
の
紹
介
を
揮
て
祝
宴
に
入
り

ま
し
た
　
祝
宴
て
は
、
竜
友
会
山
帖
道
世
さ
ん
の
祝

揺
「
高
砂
」
、
余
興
は
∫
鳥
功
さ
′
化
の
安
来
節
に
合

わ
せ
た
　
「
ど
ぜ
よ
う
す
く
い
」
　
が
行
わ
れ
、
カ
ラ
す

ケ
で
は
今
年
発
足
し
た
㍍
友
裾
自
力
う
十
ケ
ク
ラ
フ

か
進
行
を
行
い
ま
し
た
　
宴
た
け
な
わ
の
こ
ろ
に
は

ロ
ソ
ク
吉
葉
に
八
日
わ
せ
た
踊
り
も
飛
び
出
し
、
壇
上

で
は
山
内
友
情
に
も
飛
び
入
り
て
踊
る
な
ど
大
い
に

盛
り
卜
か
っ
た
祝
う
余
と
な
り
ま
し
た
　
終
わ
り
に

㍑
友
吾
度
会
伊
蒔
邦
「
会
艮
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
に

・
り
．
ち
、
鱒
隼
度
も
ま
た
元
宗
で
こ
の
会
に
渠
ま
∴
て
こ

レ
右
－
約
束
し
お
聞
き
と
な
り
ま
し
た

◎
文
化
講
演
会
開
催

1
0
月
2
3
日
、
竜
㍑
記
念
日
を
祝
、
「
余
の
第
1
部
し
一

し
て
、
文
化
講
演
会
を
1
リ
ー
り
わ
の
参
加
音
を
H
て

閃
催
し
ま
し
た
　
い
戦
友
吾
碁
会
佐
藤
京
「
さ
え
が
月

余
を
行
い
、
・
巨
催
満
を
代
衣
し
福
鳥
地
区
■
揖
友
余
斤

張
政
に
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
1
り
■
ち
、
そ
の
後
、
福
鳥

警
告
粟
牛
清
安
圭
諜
大
河
内
秀
崇
課
艮
柾
を
講
帥
に
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斉藤政夫会長主催者挨拶と参加者

講師福島警察署大河内秀崇生活安全課長

お
迎
え
し
「
犯
甘
党
牛
の
状
況
と
な
り
す
ま
し
詐
欺

の
現
状
に
つ
い
て
」
と
超
し
、
約
1
時
仙
川
分
に
．
口

り
、
ヒ
テ
寸
を
交
え
な
が
ら
犯
罪
の
手
日
や
、
犯
罪

に
合
わ
な
い
．
、
r
防
策
に
つ
い
て
講
満
を
い
た
た
き
ま

し
た
1
　
講
演
終
盤
講
師
か
ら
　
「
私
は
詐
欺
に
合
わ
な

い
自
信
が
あ
る
方
」
と
問
わ
れ
、
約
3
分
の
2
の
参

加
者
が
大
丈
夫
と
手
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、
「
そ
う
思

う
〃
が
．
番
詐
欺
の
被
告
に
入
日
い
易
い
」
　
の
で
す
し
■

∴
わ
れ
、
一
回
改
め
て
巧
妙
に
な
二
し
い
る
詐
欺
犯

罪
の
手
日
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
刀
隼
1
月
か

ら
道
路
交
通
法
の
▲
部
改
正
が
あ
り
　
「
自
転
車
の
罰

則
規
定
」
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
高
齢
音
の

死
亡
車
故
が
多
い
こ
と
か
ら
警
察
と
し
て
高
齢
音
の

車
故
防
止
に
努
め
て
い
る
こ
と
の
お
請
が
あ
り
、
参

加
者
仝
‥
日
に
皮
川
反
射
シ
ー
ル
な
い
■
ツ
ー
ル
の
配
布

が
あ
り
ま
し
た

G
サ
ー
ク
ル
活
動

日
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

7
月
は
V
H
い
日
か
結
き
、
8
日
以
陸
は
災
告
の
多

い
月
ヒ
な
・
り
ま
L
圭
か
、
参
加
首
？
心
が
汁
も
よ
∵
＼

悼
花
も
な
ノ
1
現
在
ま
て
隻
わ
て
ノ
＼
る
こ
と
か
出
来
ま

し
た
　
ま
た
、
摘
．
．
．
県
C
㍑
友
会
コ
ル
7
人
余
に
ト

h
が
参
加
し
、
親
交
を
深
め
、
性
根
て
次
回
ま
た
会

え
る
こ
と
を
析
ト
り
つ
つ
楽
し
い
　
日
を
起
こ
し
て
ま

し
‥
ま
し
た
　
刀
隼
‥
収
後
の
入
会
は
日
月
1
日
総
会

も
含
め
て
閏
催
す
る
ナ
定
で
す

刀
牛
皮
7
月
⊥
1
降
の
成
績

・
第
1
ヾ
U
n
U
■
回
　
γ
成
平
年
7
月
1
3
日

ハ

ー

シ

モ

ン

カ

ン

ト

リ

ー

ク

ラ

ブ

優
順
　
斎
蒔
苧
雄
　
　
叩
優
勝
　
阿
部
　
申
し

∴
弟
1
8
1
回
　
半
成
コ
隼
8
＝
5
日

福
鳥
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
フ

優
勝
　
伏
兄
い
‖
弘
　
　
準
優
勝
　
石
目
賠
隼

・
弟
1
8
り
】
回
　
平
成
㍗
隼
P
月
六
日

ハ

ー

シ

モ

ン

カ

ン

ト

リ

ー

ク

ラ

フ

優
勝
　
り
流
石
へ
夫
　
　
準
優
勝
　
永
野
一
半

・
第
1
8
3
回
　
平
成
㌘
隼
M
H
5
日

柚
鳥
、
コ
ル
7
倶
楽
部
艮
恍
コ
ー
ス

優
勝
　
王
水
秀
昭
　
　
準
優
勝
　
描
両
＝
丑

・
第
1
8
4
回
　
γ
戒
告
隼
日
月
1
日

ハ
I
J
ン
モ
ン
カ
、
／
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

廿
I
T
サ
ー
ク
ル
悠
々
ク
ラ
ブ

車
ノ
ア
ラ
了
の
1
日
か
ら
9
日
ま
で
の
活
動
状
況
は

次
の
通
り
′
し
す

・
1
J
J
H
U
ク
ラ
ブ
紀
′
雪
　
役
目
改
題

会

　

　

長

引
務
局
長

年利
大
火
札
丈

耕
作
　
小
竹
り
原
　
1
月

▲
．
　
■
r
卜
一

耕
作
．
．
．
森
　
祐
美

新
任
　
安
川
　
宮

祈
什
　
柴
H
　
敏
雄

‥
〇
日
2
0
日

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
軸
足
を
移
す
こ
と
に
し
、

高
件
能
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
人
　
竜
「
ア
ル
ハ
ム
の

作
成
を
学
ぶ
′

・
6
月
当
日

揖
ナ
版
∩
分
史
の
作
成
を
学
ぶ

・
7
月
¶
】
l
H

吉
葉
ソ
フ
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
・
1
ド
を
学
ぶ
■

・
9
月
2
4
日

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
岬
専
人
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
で
、
／
ス
ト
ー
ル
の
テ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
、
／
を

′
付
り
た
ほ
か
、
O
S
の
入
れ
伴
え
の
勉
強
を
し
ま
し

・
m
H
以
降
に
つ
い
て
は
、
会
日
の
ニ
ー
ズ
を
輿
入

れ
よ
り
よ
い
ハ
ソ
コ
ン
拙
作
を
エ
ン
シ
ョ
イ
す
る
二

と
し
一
し
ま
す

ハ
ソ
コ
、
J
教
墨
は
O
B
以
外
の
一
般
ユ
ー
ザ
を
打

製
に
両
聞
し
ま
し
た

∴
小
ラ
ン
テ
で
ア
情
動
に
つ
い
て

タ
ラ
ワ
メ
ン
パ
ー
の
中
か
ら
、
視
党
障
告
音
支
持

測
識
「
に
じ
の
′
ヘ
ム
■
　
の
ホ
ラ
ン
テ
r
T
∴
上
ち
加
し
、

ナ
ノ
㌧
シ
ー
川
に
＝
作
成
の
た
め
、
高
件
能
ス
キ
ー
ナ
ー
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l Tサークルによるホランティア活動

幹や枯葉に触れながら樹木の説明

福島支部親善囲碁交流会
平成27年6月10日　郡山「逢瀬荘」にて

を
前
川
し
た
テ
キ
ス
ト
丈
＝
＝
化
チ
ー
ム
と
テ
ィ
・
ン
ー

図
書
作
成
チ
ー
ム
に
分
か
れ
㌧
．
〓
・
丹
甜
訳
∴
肘
J
封
∴

て
い
ま
す
　
ま
た
、
ウ
」
1
■
・
・
・
キ
ン
ケ
ホ
一
丁
／
テ
　
∴
′

活
動
も
行
∵
て
お
り
、
冬
季
間
を
除
′
、
毎
日
、
規
定

障
告
音
の
皆
さ
ん
と
公
園
、
市
内
、
靴
情
場
、
左
学

構
内
等
．
時
間
程
度
の
散
策
を
架
し
ん
て
い
ま
す

サ
ー
ク
ル
で
は
O
B
・
O
G
の
こ
協
力
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
　
お
問
い
合
わ
せ
は
サ
ー
ク
ル
車
務
局

（
小
笠
原
、
．
二
在
－
ま
で
お
願
い
し
ま
す

ー
「
■
－
い
〃
法
に
規
約
の
．
部
を
改
正
す
る
こ
し
た

㌧
て
発
足
し
ま
し
た

1
回
日
の
例
会
は
重
視
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

の
て
弟
り
】
回
か
ら
の
結
果
と
な
り
ま
す
　
り
】
回
目
例

会
は
6
日
1
4
日
に
り
】
車
参
加
指
名
て
冥
施
し
次
の
と

お
り
の
成
績
と
な
り
ま
し
た

停
藤
　
井
卜
二
　
腱
．
　
準
便
順
　
高
橋
　
次
郎

第
3
回
例
会
は
9
日
に
日
に
′
り
っ
予
定
て
し
た
か

今
隼
の
昇
さ
の
た
め
か
大
会
成
・
り
▲
出
来
す
直
む
を
〓

′
　
舶
雀
ク
ラ
ブ
ハ
余
日
は
、

す
休
会
と
致
し
ま
L
h
－

後
期
■
‥
黒
附
帯
が
多
・
＼
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
調
雄
持

「
㍍
古
芳
し
て
い
る
状
態
で
す

第
4
回
例
会
は
、
‖
＝
日
日
に
　
「
隼
忘
れ
大
会
」

と
し
て
．
い
定
し
季
節
に
も
高
輪
に
も
n
ハ
け
す
、
今
牛

の
有
終
の
‥
差
を
飾
り
た
い
と
．
几
‥
武
を
目
し
て
締
め
ノ
ー

ノ
＼
り
た
い
と
‖
心
い
ま
す

イ
し
の
ぶ
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
昨
牛
に
続
き
裾
鳥
支
部
親
‥
ト
‥
囲
貼
交
流
余
か
6
日

川
〓
郡
山
の
逢
瀬
茄
で
閲
催
さ
れ
た
　
今
回
は
日
帰

り
な
が
ら
前
回
ヒ
同
じ
叩
名
の
参
加
昔
が
あ
り
、
3

ク
ラ
ス
に
分
豆
て
の
熱
戦
と
な
っ
た

入
賞
昔
は
次
の
と
お
り

し
甜
　
優
　
順
　
山
日
　
日
　
一
桁
鳥
〉

準
優
勝
　
今
根
十
梢
．
い
■
　
こ
満
山
）

≠
麻
雀
サ
ー
ク
ル

今
年
度
の
麻
雀
ク
ラ
ブ
の
定
期
総
会
は
半
成
コ
隼

J
∴
日
日
‖
闘
催
致
し
ま
し
た
　
隼
を
追
う
こ
と
に
例

会
の
闇
催
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
車
情
も
あ
り
参
加

Å
親
　
優
　
勝
　
鈴
木

準
優
勝

B
甜
　
優
　
勝

準
優
膵

ヽ

　

．

1

＼

ノ
守
り
〃

卜
、
．
ゝ

隆
雄
　
（
い
わ
き
】

綾
一
（
郡
山
－

止
腔
　
【
偏
鳥
）

宏
久
来
幸
次
　
（
郡
両
－

・
初
夏
七
会
は
6
日
H
〓
O
B
サ
ロ
ン
て
聞
催
さ
れ

た
　
（
参
．
州
考
6
名
）

優
順
　
渡
辺
左
明
・
黒
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
追
則

・
納
涼
大
会
は
ホ
日
加
〓
O
B
サ
ロ
ン
で
闇
催
さ
れ

た
　
へ
参
加
音
6
名
〉

優
勝
　
山
川
　
日
義
＋
　
■
鞋
優
勝
　
大
塚
　
正
昭

・
出
．
・
．
県
税
書
冊
け
安
流
会
は
9
＝
乃
＼
W
日
、
「
穴

規
温
京
い
つ
ふ
や
」
て
問
催
さ
れ
た
　
今
隼
は
、
個

人
戦
を
巨
と
し
た
交
流
人
会
し
）
な
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
は
各
県
6
名
で
総
勢
は
名
と
な
り
、
3
剃
　
（
棋

い
巨
成
、
九
人
i
～
に
、
ぺ
▲
隼
滅
一
に
分
か
れ
て
の
熱
戦
と
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二日

な
り
ま
し
た

夜
は
懇
組
会
で
の
表
彰
の
後
、
お
け
い
の
使
闘
を

称
え
あ
い
な
が
ら
懇
紺

を
深
め
、
次
回
元
気
て

山
服
で
の
再
会
を
合
し

な
が
ら
お
聞
き
と
な
り

ま
し
た
答
皿
の
・
八
賞
首
は
次

の
と
お
ー
り

圧
具
　
申
パ
ケ

l
　
　
　
　
日
日
り

準
優
勝

名
人
戦
　
優
　
勝

準
佗
睦

夫
元
洩
　
優
　
膵

1
1
㌧
＝
㌧
・
与

‘
■
．
一
丁
－
‖
り

H
．
川
ト
ト

申
娯
・
L

‥

‥

・

．

ノ

溝
　
∴
〓
城
）

清
二
　
へ
山
形
）

兄
　
∴
〓
城
一

り
・
、
ヽ

H
J
　
二
日
城
一

に
　
　
へ
柚
吊
、

勇
　
　
へ
山
形
｝

・
秋
季
入
会
は
川
月
7
日
O
B
サ
ロ
ン
で
閏
催
さ
れ

た
　
（
参
加
首
6
わ
石
「

優
勝
　
渡
辺
左
明
▼
火
　
　
準
優
勝
　
州
日
　
日
八

・
忘
年
大
会
は
H
月
9
日
O
B
サ
ロ
ン
で
聞
催
予
定

－
≠
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

ハ
ー
ク
コ
ル
フ
倶
楽
部
は
、
「
心
豊
か
に
健
や
か

に
輝
く
′
り
日
を
！
」
　
の
理
念
の
も
レ
「
　
建
L
た
り
〝
北
上
」

′

一

・

－

l

 

r

′

ナ

　

～

」

　

　

へ

．

－

」

」

と
伸
問
ヒ
の
親
睦
交
流
を
日
的
∵
∴
T
成
芋
車
存
∴
結

成
い
た
し
ま
し
た

最
初
は
ハ
ー
シ
コ
ル
7
m
∵
γ
1
ル
車
∴
　
ナ
ー
‥
・
」
り
も

わ
か
∴
∵
丁
、
す
べ
て
の
こ
し
」
カ
†
撲
り
の
状
態
で
ス

′

ク
ー
ト
し
ま
し
た
　
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
て
き
た

㌔
先
∴
掠
葉
作
某
∴
よ
る
度
重
な
る
練
習
場
所
の
変

更
を
余
情
な
ノ
＼
さ
れ
る
ア
ク
シ
テ
ン
ト
に
兄
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
細
習
場
所
の
作
東
作
世
木
か
終
了
し
、
2
7

隼
相
月
か
ら
よ
う
や
く
便
川
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

正
直
い
っ
て
ほ
∵
〓
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

余
日
は
現
在
2
1
名
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
逆
風
に

も
め
け
す
捏
費
も
廉
価
て
老
八
朔
女
を
川
わ
す
手
軽

二
　
ヽ
、
　
十
日
バ
リ
∵
リ
ノ
，
こ
し
■

二
砦
し
め
る
牛
沼
ス
ホ
ー
ツ
と
卜
二
十
　
日
付
枯
■
∴
＝
‥
．
．
＝
∵
＝

動
を
屁
関
し
て
ト
リ
ー
り
ま
す

今
回
は
、
H
㍗
牛
皮
上
期
の
清
I
動
状
況
を
錯
行
L

J
壬
L
J

l
総
会
・
役
目
余

∴
埠
会
は
1
月
9
日
、
余
日
1
6
丸
が
参
加
し
て
∩
ご
H

サ
ロ
ン
で
闇
催

H
鱒
牛
皮
の
情
動
と
会
計
決
持
錯
告
に
引
き
続
い

て
H
2
7
牛
皮
の
小
岩
計
両
・
㌣
符
計
両
を
審
諭
し
、

満
場
一
致
で
l
l
」
可
決
し
ま
し
た

・
役
目
会
は
、
総
会
終
了
後
に
1
回
聞
催
し
ま
し
た

り
∴
疋
期
練
習

旬
＝
第
1
水
W
〓
ヒ
第
3
水
曜
日
を
サ
ー
ク
ル
封

定
期
練
習
日
に
設
定
し
て
ス
キ
ル
ア
ノ
ブ
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
か
、
練
習
場
か
除
来
“
某
の
た
め
、
り
】

回
に
わ
た
り
変
吏
に
な
る
等
の
ア
ク
、
ン
テ
、
／
ト
か
巾

な
り
、
結
果
と
し
て
練
習
を
美
施
一
一
し
き
た
の
は
虹
へ

6
．
回
∵
∵
〓
し
一
去
り
ま
し
ト
′

現
在
は
、
練
習
場
の
除
葉
作
業
が
よ
う
や
く
絡
了

し
、
川
月
か
ら
元
の
卜
岩
練
習
場
が
は
ホ
ー
ル
ヒ
し

て
仲
川
で
き
る
こ
と
に
な
∵
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の

紬
習
い
‥
弾
み
が
つ
き
そ
う
で
す

＝
・
J
本
コ
ー
ス
遠
征
・
競
技
大
会

・
本
コ
ー
ス
遠
征
は
、
∠
1
月
・
5
＝
ニ
ー
月
と
延
へ

3
回
黒
地
し
ま
し
た

参
加
音
は
そ
れ
ぞ
れ
練
習
場
と
本
コ
ー
ス
し
二
の
フ

レ
ー
環
境
の
違
い
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

か
、
大
変
存
意
克
な
遠
征
と
な
り
ま
し
た
ノ
　
遠
征
豆

配
架
刑
等
を
除
き
今
後
も
圭
施
す
る
こ
し
∴
∴
し
て
お

㌧
り
止
ま
ふ
う
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・
刃
－
ケ
ル
の
競
技
大
会
は
、
咋
3
回
．
P
定
し
て
し

ま
す
が
卜
刑
は
6
＝
ヒ
9
日
の
ヮ
】
回
、
柚
情
光
陽

ハ
ー
ク
コ
ル
フ
場
て
閃
催
し
、
大
い
に
戊
㌣
ソ
上
が
り

ま
し
た

1
サ
ー
ク
ル
交
流
会

今
隼
は
上
期
に
相
鴎
地
区
と
南
相
馬
地
区
し
一
の
3

地
代
に
よ
る
交
流
会
を
計
両
し
て
お
り
ま
す
　
そ
の

交
流
会
模
様
は
、
次
＝
ケ
て
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
■

■
l
－
そ
の
他

サ
ー
ク
ル
へ
の
折
規
余
日
某
供
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
ハ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
興
味
の
あ
る

ん
は
、
揖
友
会
車
務
局
ま
で
こ
連
絡
卜
さ
い
　
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
・

6
揖
友
福
鳥
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

2
7
隼
4
＝
ほ
れ
で
サ
ー
ク
ル
を
発
足
し
ま
し
た

り
り
】
回
の
例
会
を
予
定
し
ま
し
た
が
、
8
f
l
か
ら
宗

門
月
1
回
渠
ま
り
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

例
会
の
開
催
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す

・
5
日
　
2
回
　
廷
9
名
参
加

・
6
月
　
り
】
回
　
廷
封
れ
参
加

・
6
月
3
0
日
　
第
1
回
党
大
会
　
1
2
名
参
加

：
－
月
　
り
】
同
　
廷
1
4
缶
参
加

・
8
月
　
1
阿
　
　
り
】
机
参
加

・
9
日
　
1
恒
　
　
6
ケ
〓
参
加

・
川
月
1
7
日
　
第
2
回
発
表
会
　
7
名
参
加

こ
ろ
て
す
が
ー
回
目
は
決
め
て
お
い
て
校
は
ふ
ん
な

て
試
行
錯
誤
、
和
式
あ
い
あ
い
で
進
め
て
お
り
ま
す

そ
の
1
回
〓
ク
ラ
フ
ト
作
品
が
で
き
ま
し
た
　
リ

ン
セ
ソ
ト
で
。
こ
桐
で
き
る
の
が
味
噌
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

通
り
か
こ
が
旧
来
ま
し
た
　
も
う
山
　
つ
は
な
ん
し
工
吊

敢
な
布
も
使
っ
て
両
前
袋
∴
　
⊥
丈
が
加
わ
る
と
ま
た

違
っ
た
も
の
が
〓
来
卜
が
る
も
の
で
す
　
こ
れ
は
．

人
で
は
出
来
な
い
主
物
、
み
ん
な
で
渠
ま
っ
て
　
「
わ

い
わ
い
」
　
が
紺
し
い
知
恵
を
生
み
出
し
違
っ
た
作
品

に
出
来
卜
が
．
り
ま
し
た
予
　
払
砦
卜
の
沃
動
は
施
設
訪
川

川
の
作
目
m
作
り
で
す
　
待
っ
て
い
る
方
が
い
る
ヒ
張

◆
電
友
吾
妻
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

廿
手
作
り
サ
ー
ク
ル

サ
ー
ク
ル
は
汀
碁
会
で
は
一
番
の
清
動
と
会
H
L
l
を

心
し
て
お
り
ま
し
た
が
現
在
は
会
い
も
最
盛
期
乃
3

分
の
1
に
な
二
＼
し
ま
い
ま
ー
二
㌧
　
原
因
は
会
の
悩

み
と
同
じ
理
由
て
打
つ
手
は
あ
る
の
か
・
ご
う
か
試
行

錯
誤
の
今
＝
こ
の
頃
て
す

し
か
し
、
活
動
内
容
は
立
派
な
も
の
で
す
？
1
月

の
総
会
後
の
活
動
は
訂
両
に
拾
1
て
し
一
．
■
＝
い
た
い
し
一

リ
ー
ひ
ま
わ
り
健
康
サ
ー
ク
ル
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11

総
会
後
の
5
月
は
、
昨
隼
と
H
t
化
兄
山
散
策
し
一

な
っ
石
㌧
　
早
在
の
、
初
夏
の
、
晩
秋
の
と
、
冠
を
変

え
な
が
ら
何
度
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
∴
化
見
出

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
、
）
　
7
、
8
月
は
、
猛
の
仁

を
行
く
超
は
井
の
連
続
で
、
テ
レ
ヒ
て
注
意
す
る
よ

う
に
、
外
出
を
控
え
、
水
分
を
レ
こ
て
ト
さ
い
の
樟

り
た
り
た
が
、
7
日
の
1
日
、
た
ま
∴
は
美
∴
な
る

お
前
も
必
要
か
と
、
保
冷
福
祉
七
、
／
9
－
の
1
附
∵

あ
る
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
中
火
支
所
に
を
囲
′
化

で
、
介
護
法
の
改
正
部
分
・
老
後
の
在
り
方
・
T
T
．

セ
ト
ラ
　
座
談
的
に
気
楽
に
話
し
を
し
的
確
な
答
え

を
い
た
だ
い
た
■
　
総
会
以
来
の
多
数
の
参
加
宵
か

あ
っ
た
■
　
9
月
は
、
予
算
を
組
む
際
、
大
吟
醸
亜
五

に
削
り
に
削
り
、
大
好
評
の
3
B
体
操
の
佐
購
先
牛

の
登
場
を
願
っ
た
　
3
B
に
加
え
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ

手
足
遊
び
、
情
単
な
手
請
ま
で
終
る
と
身
件
が
す
り

と
す
る
‥
■
　
1
0
月
は
飯
坂
の
堀
切
邸
に
出
か
け
て
、
中

を
流
れ
る
足
湯
に
つ
か
っ
て
の
ん
び
り
し
て
来
る
′
、
「

定
〔
　
入
場
利
は
無
料
で
あ
る

榔
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

発
足
し
て
7
牛
H
に
し
て
余
日
ハ
も
本
¶
に
や
り
た

し
い
＝
き
た
い
人
だ
け
に
な
っ
た
？
ヒ
聞
こ
え
は
い
い

が
や
っ
ぱ
り
L
I
L
の
常
㍗
隼
は
減
っ
た
…
城
念

2
7
牛
度
は
隼
問
計
両
で
新
た
な
試
ふ
と
し
て
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
　
的
月
そ
の
時
々

の
季
節
を
感
じ
る
も
の
を
題
材
に
描
き
÷
j
t
を
に
柁

渠
め
て
カ
レ
，
／
ヶ
ー
に
す
る
　
す
べ
て
手
作
り
で
し
一

考
∴
こ
こ
ヤ
り
ま
し
た
が
、
車
戦
友
会
の
I
T
サ
ー
ク
ル

か
協
力
し
て
下
さ
る
請
に
な
り
こ
れ
か
ら
の
清
動
に

は
・
り
合
い
が
で
き
力
か
入
り
、
来
し
ふ
か
信
用
て
す

う
れ
し
い
限
り
で
す
■

毎
回
主
に
季
節
の
花
を
持
ち
雷
り
　
へ
持
っ
て
き
て

く
れ
る
人
は
い
つ
も
同
じ
）
　
配
苗
、
色
合
い
を
悩
ふ

な
か
ら
吉
い
て
お
り
ま
す
　
川
月
は
庭
の
什
柚
が
加

わ
り
、
ま
る
ま
る
1
佃
を
描
き
、
半
分
に
川
∴
二
て
描

き
そ
し
て
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
　
す
る
と
柏
が
代

る
、
き
っ
と
そ
の
種
は
在
に
は
某
を
〓
す
こ
と
で

し
ょ
う
。
楽
し
み
！
葉
し
み
か
ま
た
▲
　
つ
増
え
た
と

い
う
も
の
で
す

ル
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

は
じ
め
て
両
の
中
を
歩
い
た
気
が
す
る
㌧
　
風
も
強

い
。
黒
い
圭
が
空
を
揖
∵
た
と
‖
い
う
と
ハ
空
が
の
ぞ

ィ
、
＝
ほ
ん
と
秋
の
空
だ

雅
人
な
飯
叫
W
の
山
を
臨
む
た
め
　
「
描
出
」
　
に
登
る

と
決
め
た
の
は
、
一
昨
年
の
忘
隼
余
の
と
き
∵
鉄
む

ほ
ど
に
酔
う
ほ
レ
一
に
〓
き
た
い
山
は
、
ど
ん
ど
ん
期

待
か
た
か
ま
る
　
．
申
昔
山
豆
毎
隼
メ
イ
ン
の
ィ
∴

ン
ト
　
た
ま
っ
て
案
を
た
し
て
も
ら
う
の
は
松
浦
氏

過
去
3
回
「
州
郁
大
滝
」
　
「
肯
手
州
」
「
日
代
山
・
帝

釈
山
」
　
い
い
川
は
か
り
■
　
昆
宿
て
は
、
は
ー
ノ
め
て
の

熊
汗
を
い
た
た
き
、
そ
ば
出
道
て
そ
ば
を
食
べ
、
ブ

ラ
ス
　
∴
卜
わ
一
さ
、
わ
く
す
る
　
7
誠
ん
な
莞
し
み
∴
し
て

毛
、
た川
り
8
日
∵
車
．
日
の
鏡
出
登
山
　
最
山
の
緩
出

目
ま
で
約
1
時
川
か
け
て
た
と
り
つ
い
た
が
、
両
植

付
　
さ
あ
＼
し
て
「
し
よ
う
　
全
日
－
∴
ノ
と
案
内
人
の

判
断
を
待
つ
〈
　
み
ん
な
の
用
心
い
を
北
〓
釣
っ
て
の
結
論

は
明
日
に
延
明
だ
、
案
内
人
の
決
定
は
絶
対
　
辛
目

踵
を
返
し
て
き
た
道
を
．
吊
る
り
登
り
た
い
気
持
ち
は

お
預
け
h
　
頂
卜
に
行
け
は
帖
れ
る
か
も
？
綱
川
こ
こ

ま
で
来
た
の
に
と
気
持
ち
は
ゆ
ら
く
　
宿
に
椚
い
た

頃
か
ら
雨
は
本
降
り
　
茂
ら
な
い
て
よ
か
っ
た
　
案

内
人
に
感
謝
と
絶
対
の
信
頼
の
気
持
ち
を
両
確
認
し

た・

一
晩
降
り
続
い
た
雨
も
上
が
ー
り
真
へ
巨
〓
な
空
が

待
っ
て
い
た
。
さ
あ
山
発
。
弥
牛
‖
1
弥
半
四
郎
分

岐
～
七
森
峰
ま
で
さ
て
も
頂
上
が
見
え
な
い
〔
　
ド
ー

ン
と
大
き
な
ブ
ナ
が
私
た
ち
を
迎
え
る
■
　
登
っ
て
は

ド
∴
り
を
何
回
く
り
返
し
た
だ
ろ
う
。
奥
が
深
い

1
2
時
訓
分
や
り
と
1
3
3
8
m
頂
卜
に
‥
ト
引
い
た

思
わ
す
歓
声
が
あ
が
る
■
　
目
の
前
に
れ
一
る
板
仙
軋
連
峰

の
雄
大
な
山
々
が
、
レ
ら
し
り
し
】
私
た
ち
を
削
一
え
て

ノ
、
れ
た
■
　
こ
の
満
た
さ
れ
た
気
分
、
い
い
な
あ
・
や
せ

を
感
じ
る
ひ
と
し
毒
－
〓
信
に
つ
な
か
つ
旬
　
よ
し
黒

牛
は
鳥
泡
だ

今
牛
皮
は
、
廷
参
加
音
欽
1
1
3
的
　
3
隼
日
に

し
て
美
現
し
た
「
安
運
上
畏
縮
王
±
1
日
出
し
「
＝
帖
」

呵
什
よ
　
そ
し
て
　
「
泣
出
　
ヒ
二
の
足
は
持
出
．
一
．



各地区電友会だより（福島）

浅山頂上にて
平成27年10月9日

11

南相馬との交流クラントコルフ大会横様
平成27年4月24日

味
だ
っ
た
　
鳩
も
そ
ろ
そ
ろ
冬
眠
、
私
た
ち
も
こ
れ

か
ら
は
次
回
に
向
け
器
え
の
季
節
だ
　
㍊
州
て
＝
「
抒

忘
隼
会
、
抑
隼
会
、
こ
の
交
流
が
ま
た
楽
し
つ
≠
　
即

行
に
向
け
て
他
庸
維
持
向
卜
お
お
い
に
が
′
八
は
け
り
・
「

◆
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
定
例
総
会
閲
催

第
m
…
回
定
例
総
会
を
平
成
刀
隼
6
日
乃
＝
丸
森
町

の
一
あ
ぶ
く
ま
＝
㍗
　
に
お
い
て
余
日
7
h
の
参
加
で

蟻
川
酢
い
た
し
ま
し
た

′
、
ノ
十
も
前
章
度
と
回
保
、
温
京
地
て
行
い
ま
し
た

こ
来
㌧
n
へ
と
し
て
N
T
T
東
日
本
福
鳥
支
店
土
居
艮

志
付
光
昭
桂
、
N
T
T
労
組
福
鳥
県
ク
ル
ー
て
通
路

公
会
艮
須
蒔
此
浩
保
を
ト
直
削
丁
づ
八
す
る
了
了
定
で
し
た

か
、
H
T
T
裏
日
本
の
人
車
…
仇
‥
動
な
し
こ
し
い
り
削
一
え
す

る
こ
し
一
が
て
き
ま
せ
ん
で
し
た

読
車
は
議
長
に
情
帰
広
用
さ
ん
を
選
m
L
一
＼
　
ド

成
鱒
牛
皮
捏
週
親
告
、
会
汁
侶
告
、
会
計
監
在
戒
告

お
よ
び
平
成
㍗
隼
喋
半
某
訂
叫
　
｛
套
）
、
√
了
∴
‥
二
第
）

か
投
棄
き
れ
需
・
肌
の
結
果
、
明
菜
と
声
り
再
・
り
隼
認

さ
れ
ま
し
た

今
牛
皮
も
N
T
T
車
業
協
力
ヒ
し
て
不
良
設
備

へ
引
き
込
み
泥
の
垂
れ
卜
か
り
な
と
一
の
情
損
耗
供

に
取
り
組
み
ま
す
の
て
余
日
の
伴
様
の
協
り
を
お
願

い
し
ま
す
■

総
会
終
了
後
、
損
じ
．
親
余
を
聞
催
し
盛
会
の
う
ち
に

洋
、
了
し
ま
し
た

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
車
岩
へ
の
協
力
の
一
環
ヒ
し
て
無
人
交
換

所
除
目
早
作
性
木
を
存
志
で
取
り
組
み
ま
し
た
　
今
回
は

巌
部
、
山
－
二
交
頼
所
を
安
全
第
二
吉
作
業
を
准
め
・
．
r

宣
し
一
お
り
完
了
し
ま
し
た

6
サ
ー
ク
ル
溝
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

1
　
僅
庸
雄
持
の
た
め
い
い
ハ
ー
∴
7
コ
ル
7
線
日
日
を
毎

週
車
畔
＝
り
叫
珊
分
か
∴
∵
卜
に
　
「
松
川
浦
ハ
ー
ウ
コ

ル
フ
場
」
　
て
行
二
、
い
ま
す
　
気
帰
に
参
加
き
れ
ま

す
よ
う
お
持
ち
申
し
上
汁
ま
す

な
お
、
半
成
刀
隼
日
月
に
は
南
川
蟻
、
裾
畠
、
州

情
の
交
流
ハ
ー
・
ク
コ
ル
7
人
余
を
相
月
l
＼
〓
う
パ
両

を
し
て
い
け
り
ま
す

り
】
　
高
畑
情
ヒ
の
交
流
グ
ラ
ン
ト
コ
ル
7
人
会

平
成
コ
隼
1
日
封
〓
南
柏
唱
・
Ⅲ
情
・
父
流
グ
ラ
・
／

ド
コ
ル
フ
大
会
か
両
用
帰
山
で
聞
催
さ
れ
、
Ⅲ
情
か

∵
J
わ
の
参
加
て
交
流
を
澤
め
ま
し
た
・



各地区電友会だより（福島）

第14回書信電話記念日を祝う会　記念娼影
平成27年10月23日

着付けのお手伝いに協力

除草作業は持

．：一一！

◆
電
友
あ
さ
か
会

◎
第
1
4
回
従
い
心
慮
記
念
日
を
祝
う
会

1
0
月
2
3
日
7
3
名
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
ブ
リ
シ
ー
ト

郡
山
に
於
い
て
聞
催
さ
れ
ま
し
た

第
1
品
の
文
化
講
演
会
は
　
「
振
り
込
め
詐
欺
に
遭

わ
な
い
．
予
防
策
」
　
の
演
題
で
。
刷
師
に
郡
山
警
察
署
の

■
二
油
純
様
を
削
一
え
、
「
な
り
す
ま
し
詐
欺
・
だ
ま
し

の
キ
ー
∴
リ
ー
ト
」
　
を
取
り
卜
豆
、
か
つ
郡
山
市
内
で

お
き
た
偽
警
告
等
を
名
乗
－
り
巧
妙
な
▲
最
小
を
使
っ
た

宣
佃
圭
一
黒
山
あ
亘
、
そ
ふ
∵
了
祐
策
亭
－
敦
・
生
し
頂
い
た

三
・
二
、
D
V
D
∴
よ
る
甑
し
の
演
技
を
卜
映
さ
れ
納

目
し
た
　
八
次
真
を
参
照
）

第
り
】
部
の
電
信
小
軋
請
記
念
日
を
祝
う
会
は
〓
出
会

に
・
山
内
福
鳥
支
店
に
、
須
榊
福
鳥
県
域
分
会
車
務

局
長
・
品
川
郡
山
市
長
か
ら
、
こ
祝
辞
等
を
い
た
た

い
た
後
、
平
成
㌘
年
度
勤
続
か
年
在
職
感
謝
状
受
賞

首
6
名
を
招
き
、
仲
鳥
副
会
艮
の
乾
杯
に
続
き
、
金

川
退
職
音
の
会
元
会
長
の
リ
ー
ド
や
も
と
会
‖
机
圧

は
も
と
よ
り
現
役
の
皆
桔
し
一
親
睦
を
深
め
、
」
‖
ノ
け

退
職
者
の
会
会
に
の
万
歳
．
二
唱
、
〓
両
支
店
仁
の
閉

会
の
こ
と
ば
で
藩
会
の
な
か
お
聞
き
と
な
∵
た

爪
）
食
川
墟
油
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

揖
友
あ
さ
か
会
発
足
叩
周
隼
記
念
行
巾
ふ
．
つ
し
一

し
て
、
地
球
混
順
化
防
山
砲
“
車
の
　
「
良
川
廃
油
リ
サ

ィ
ク
ル
運
動
」
を
継
続
し
て
会
い
日
が
回
収
し
、
精
製
・

販
亮
は
什
会
裾
址
法
人
「
に
ん
じ
′
笑
＝
の
余
」
一
知

的
障
か
い
昔
砲
化
成
u
　
が
ハ
イ
オ
ニ
ア
ィ
ー
セ
ル
撚
H

二
し
0
リ
】
削
減
）
　
化
し
、
収
益
は
　
「
「
∵
ん
じ
ん
舎
」

が
収
得
　
余
日
亜
ひ
に
＼
T
T
ク
ル
ー
フ
と
人
目
消

理
∵
情
紬
等
の
協
力
．
を
…
〓
て
9
＝
右
累
計
て
1
り
T
t
・
∴
〃

捉
供
い
た
し
ま
し
た

¢
う
ね
め
鞘
り
前
付
け
手
伝
い

毎
隼
、
郡
山
の
夏
祭
り
　
「
う
ね
め
踊
汀
」
　
が
聞
催

さ
れ
ま
す
が
、
N
T
T
参
加
に
あ
た
り
、
揖
反
あ
さ

か
余
の
女
性
も
側
隼
通
り
わ
行
洋
上
左
い
∴
協
わ
し

ま
ー
し
た
只
H
H
7
日
、
J
∴
れ
で
前
付
け
手
伝
い
を
L
ま
し
た

◎
無
人
交
換
所
除
…
早
作
業

＼
T
T
車
業
協
力
し
一
し
て
第
1
回
日
を
宗
施
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各地区電友会だより（福島）

第1回I T講習会様様
平成27年7月7日

二（1

日
時
　
γ
戒
告
牛
7
月
7
日
～
8
日
の
り
】
〓
問

場
所
　
郡
山
3
か
所
、
娼
門
川
り
】
か
所

延
べ
人
目
4
名
で
実
施
し
ま
し
た

◎
N
T
T
不
良
設
備
情
報
提
供

N
T
T
小
栗
協
力
と
し
て
、
所
外
等
不
良
設
備
情

報
提
供
と
し
て
「
支
線
の
防
護
カ
バ
ー
な
し
」
を
須

賀
川
車
内
の
　
［
滑
川
線
1
4
右
5
］
ヒ
郡
山
車
内
【
菅

沢
線
9
右
1
右
り
】
か
ら
封
電
柱
支
線
分
］
　
の
情
択
捉

供
を
し
ま
し
た
r

◎
サ
ー
ク
ル
溝
動

廿
麻
雀
ク
ラ
ブ

先
に
本
誌
で
女
牲
会
日
日
を
「
費
目
無
・
酒
無
・
ク

ハ
コ
無
」
と
健
康
的
で
あ
り
、
か
つ
　
「
指
先
・
頭
も

■
＝
′
ポ
言
草
二
　
こ
と
か
ら
　
「
老
化
防
直
」
　
に
役
・
亘
つ

と
…
半
里
し
た
と
こ
ろ
3
．
名
も
入
会
を
得
た

女
性
会
員
か
入
っ
て
の
初
例
会
、
川
手
す
る
粥
「

会
員
は
、
．
咋
通
信
局
の
　
「
雀
鬼
」
∵
几
告
手
通
信
部

の
　
「
雀
征
」
福
畠
の
　
「
雀
里
・
雀
友
」
か
ら
恐
れ
ら

れ
、
雀
歴
が
半
世
紀
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
モ
サ

そ
の
モ
サ
を
川
手
に
め
っ
た
切
り
し
優
勝

3
名
と
も
傘
寿
・
古
希
に
近
い
か
、
打
ち
〃
∵
　
マ

ナ
ー
も
粟
に
折
々
し
い
　
告
さ
を
保
つ
秘
訣
は
、
「
好

奇
心
」
と
「
挑
戦
心
」
を
持
つ
と
の
車
　
改
め
て
女

性
の
た
J
＼
ま
ー
三
－
を
知
ら
さ
れ
た
例
会
だ
っ
た

∴
弟
1
回
例
会
　
【
5
月
封
‖
一

優
瞳
　
今
泉
十
現
「
　
　
津
伎
膵
　
保
H
　
一
里

∴
射
り
】
回
例
会
ニ
ー
月
1
6
日
〕

優
勝
　
降
矢
　
国
光
　
　
準
優
勝
　
H
松
　
性
火

≠
一
あ
さ
か
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

竜
友
会
と
協
托
し
、
第
1
回
I
T
講
習
会
ヒ
し
て

粟
施日
時
　
平
成
㍗
隼
7
＝
7
日

場
所
　
以
女
共
同
参
画
プ
ラ
け
り
】
F
会
議
室

内
容
ヒ
し
て

1
、
リ
ー
ト
に
よ
る
ア
ー
ト
の
佗
い
か
た

り
－
エ
ク
セ
ル
で
の
誕
牛
車
日
日
遊
ひ

部
外
溝
輔
を
招
き
参
加
人
目
1
6
名

甘
県
南
地
区
O
B
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

2
7
年
度
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す

∴
弟
3
回
ク
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

優
勝
　
上
目
‖
‥
廿
別
　
　
準
優
勝
　
小
川
　
誠

∴
弟
4
回
太
平
洋
ク
ラ
フ

優
勝
　
長
沼
肯
一
郎
　
　
準
優
勝
　
仲
川
‥
美
腎
√

∴
弟
5
回
〓
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
フ

優
瞳
　
卜
文
字
け
朋
　
　
頼
い
．
是
穿
　
け
＝
　
て
一

－
　
／
．
－
　
日
日
り
　
　
　
日
日
H
J
　
－
′
　
　
　
　
い
い
－
ノ

巨
囲
碁
ク
ラ
ブ

平
成
刀
隼
度
活
動
状
況
は
、
原
則
＝
1
回
定
例
会

を
．
㌣
定
し
ま
ー
し
た
　
1
＝
‥
〇
月
勇
施
し
、
6
日
は

県
合
同
人
会
に
参
加
し
、
定
例
会
は
休
会
し
ま
し
た

∴
弟
1
回
定
例
会
　
7
日
日
日



各地区電友会だより（福島）

クラウントコルフ大会
平成27年6月30日　開成山競技執こて
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研憎の旅こ一行

優
勝
　
余
沢
　
紘
一
　
準
優
勝
　
両
肘
　
茂
左

・
第
5
回
定
例
会
　
8
月
1
9
日

A
ク
ラ
ス
優
　
勝
　
金
沢
　
紘
一

準
優
勝
　
し
‖
…
山
　
　
博

B
ク
ラ
ス
優
　
勝
　
松
本
　
文
一

準
優
勝
　
今
京
千
机
千

・
第
6
回
定
例
会
　
9
日
1
6
日

僚
勝
　
家
久
来
幸
次
　
　
準
優
勝
　
今
泉
十
侶
√

－
畑
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

平
成
刀
牛
6
月
州
‖
相
成
山
サ
フ
グ
ラ
ン
ト
に
お

い
て
、
総
会
を
兼
ね
目
名
の
参
加
キ
一
得
て
交
流
大
会

を
美
施
し
ま
し
た
■

周
章
∴
上
で
、
、
…
侶
五
両
な
高
温
の
日
々
の
紡
′
、
こ
の

時
照
「
∴
、
早
い
■
鮎
材
量
」
等
も
考
え
た
大
会
¶
＝
は
、

パ
リ
〓
∵
二
一
打
っ
て
変
っ
た
美
症
だ
示
ま
れ
、
運
動
を
す

る
ハ
∴
言
汚
損
誼
な
た
候
と
な
り
ま
し
た

烏
言
予
い
∵
持
て
る
「
技
」
を
存
分
に
発
揮
し
、
楽

し
い
ひ
し
一
時
を
競
技
に
熱
中
山
来
ま
し
た

結
果
は
次
の
通
り
で
し
た

優
勝
　
今
泉
千
鶴
卜
　
　
準
優
膵
　
‖
松
　
竹
朋

針
旅
ク
ラ
ブ

・
「
み
ち
の
く
の
鉦
＝
精
と
増
H
蔵
の
町
散
策
」
研
修

の
旅研
修
し
二
一
＝
う
文
言
は
、
レ
三
か
で
見
て
い
る
か
聞

い
て
い
る
か
し
て
い
る
と
い
∴
′
一
一
エ
ア
、
／
ス
を
何
時

も
持
っ
て
い
ま
し
た
　
そ
こ
で
「
ふ
っ
と
」
「
旅
ク

ラ
ブ
の
会
則
に
あ
る
の
を
m
心
い
出
し
ま
し
た
　
会
則

第
二
粂
…
「
本
会
は
旅
を
通
し
研
修
と
、
余
日
州
行

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
H
的
ヒ
す
る
」
な
か
な
か
高

尚
な
理
念
だ
な
あ
と
感
心
し
っ
つ
も
、
早
、
気
持
ち

は
、
み
ち
の
′
1
路
を
走
っ
て
い
ま
し
た

第
1
日
H
は
、
早
朝
の
十
‥
削
6
時
机
発
・
．
路
、

県
北
道
を
杷
卜
、
景
極
地
「
巌
美
浣
」
　
い
∵
回
か
い
ま

し
た
　
幣
ン
ご
ん
こ
存
知
石
、
渓
流
を
は
さ
ん
だ
対
岸

の
お
某
局
か
ら
U
！
？
与
信
わ
二
・
、
ノ
＼
る
　
「
郭
公
た

ん
ご
」
・
草
葉
し
め
る
と
こ
ろ
て
す
　
橋
の
仁
か
ら
の

甘
栗
は
渓
流
と
棋
王
㌧
て
、
今
か
二
軍
の
兄
ご
ろ
て

し
た
　
記
念
に
、
倍
の
仁
で
　
「
ハ
イ
・
ハ
チ
リ
一
ヒ

↑

な
り
ま
し
た
。
盛
岡
の
ド
ラ
ィ
フ
ィ
ン
て
日
食
の
の

ち
、
州
道
4
6
＝
ケ
を
西
側
に
向
か
い
、
太
平
洋
側
か
ら

日
本
海
側
へ
ヒ
入
っ
て
い
き
ま
し
た
　
左
ノ
武
も
日
本

海
側
気
候
と
な
り
、
‖
沢
潮
・
遊
覧
船
観
光
は
、
雨

の
申
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
　
し
カ
し
、
湖
上
か

ら
眺
め
る
紅
葉
は
、
湖
水
の
ブ
ル
ー
に
映
え
、
ふ
こ

と
な
も
の
で
し
た
　
も
し
も
た
気
か
艮
け
れ
は
と
‖
い

い
を
馳
せ
、
次
回
の
楽
し
み
と
し
ま
し
た
。
日
帰
り

コ
ー
ス
の
乳
頭
温
泉
「
鞘
の
‖
物
」
　
て
の
混
浴
を
楽
し

ん
だ
後
、
チ
エ
ノ
ク
ィ
，
／
と
な
り
ま
し
た
■
　
夕
食
ま

て
に
は
、
た
り
ふ
り
ヒ
時
閏
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

毎
時
問
で
の
　
「
安
前
祝
い
兼
お
洒
余
」
を
行
う
二
ヒ

と
し
ま
し
た
　
そ
の
中
て
認
知
症
へ
し
一
高
が
進
み
、

で
は
そ
の
．
巨
防
策
は
と
言
う
こ
と
で
、
指
先
を
便
、
「

「
折
り
紙
教
室
」
を
急
遽
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た

S
氏
の
指
導
よ
ろ
し
く
も
、
牛
徒
は
関
宮
八
苦
∴
化

成
・
未
完
成
で
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
、
「
は
い
こ
て
れ
ま
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て
よ
…
」
　
で
夕
食
会
場
へ
と
移
動
と
な
り
ま
し
た

弟
り
】
日
日
は
「
抱
返
け
渓
往
・
稲
庭
う
ど
ん
食
車
・

増
日
1
歳
の
町
散
策
・
小
安
胱
散
策
」
と
八
両
の
研
移

項
H
が
控
え
て
お
り
ま
す
　
左
気
は
雨
が
降
り
た
り

や
ん
た
り
の
川
変
わ
ら
ず
の
、
日
本
海
側
七
校
て
す

抱
返
り
渓
行
の
鉦
＝
黒
は
、
太
宗
は
両
な
れ
ど
、
沃
龍

の
フ
ル
ー
と
相
ま
っ
て
、
今
秋
の
＝
堅
＝
回
の
景
親
て
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
レ
一
札
車
な
も
の
て
し
た
　
両

の
中
で
の
散
策
で
、
体
も
冷
え
、
か
つ
お
腹
も
空
い

た
と
こ
ろ
で
、
名
物
の
　
「
稲
庭
う
と
′
几
」
　
を
い
た
だ

き
ま
し
た
　
名
物
に
‖
美
味
し
い
も
の
な
し
と
思
い
き

や
、
こ
れ
は
結
構
イ
ケ
ま
し
た
　
い
よ
い
よ
　
「
増
〓
・

蔵
の
ま
ち
”
散
策
　
1
0
故
仲
あ
り
ま
す
が
、
現
在
も

お
住
ま
い
に
な
八
二
し
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
建
物
た

け
の
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
混
在
し
て
い
ま

し
た
　
建
物
の
正
面
は
普
通
の
宏
の
造
り
に
な
二
し

い
て
、
そ
の
う
し
ろ
に
　
「
蔵
」
が
建
っ
て
い
る
と
い

う
よ
う
に
、
正
面
か
ら
は
普
通
の
家
に
し
か
見
え
な

い
の
か
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。
蔵
の
出
入
り
日
は

同
市
の
観
音
聞
き
の
扉
と
な
っ
て
お
り
、
た
だ
た
だ

成
㌣
い
し
て
見
て
き
ま
し
た
　
小
安
峡
は
階
段
て
の
上

り
下
り
が
多
く
、
疲
れ
の
み
が
印
象
に
柁
っ
て
い
ま

す
全
員
無
車
帰
‥
小
、
ま
ず
ま
ず
の
研
修
旅
行
で
し
た

∴∵

◆
白
河
地
区
電
友
会

三
定
期
総
会
開
催

－
J
＝
日
日
半
成
2
7
牛
皮
定
期
総
会
を
、
双
葉
左
高

去
l
警
告
い
お
い
て
N
T
T
郡
山
エ
リ
ア
口
内
支
店
に

を
来
賓
に
お
迎
え
し
会
員
㌘
名
の
出
席
を
得
て
開
催

し
ま
し
た
　
前
会
艮
河
崎
幸
一
氏
ご
逝
去
の
関
係
も

あ
り
今
年
度
新
た
な
体
制
で
清
動
を
行
う
こ
し
－
に
な

り
ま
し
た
　
な
お
、
耕
役
目
は
次
の
と
お
り
選
任
さ

れ
ま
し
た

．
㌧
ヽ
′
′
／
　
　
　
▲
1
－
1
．
r
．

会
に
　
閏
．
〓
　
忠
義
　
　
副
会
長
　
皇
告
ル
・
巾
・
姑

車
汚
局
艮
　
河
崎
　
辛
朋

倉
）
パ
ソ
コ
ン
教
室

新
た
に
ハ
ソ
コ
ン
教
室
を
立
上
げ
名
称
を
昔
の
よ

う
に
　
「
ハ
ル
ス
ク
ー
ル
」
と
し
活
動
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す

◎
第
1
4
回
心
信
揖
腐
記
念
日
を
祝
う
会
開
催

平
成
2
7
年
1
0
日
2
6
日
に
閲
催
し
ま
し
た

母
サ
ー
ク
ル
清
動

卜
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ

去
る
1
月
、
国
内
＝
収
左
級
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
ふ
ノ
＼
し
ま
デ
ス
テ
ィ
、
不
－
シ
ョ
ン
キ
ヤ
ン
ヘ
ー
ン
」

に
叩
胃
妻
で
参
加
し
ま
し
た
　
折
目
河
机
に
も
全
回

か
ら
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た

か
南
峰
会

9
月
に
は
駅
前
食
草
て
余
日
の
某
ま
り
を
持
ち
ま

し
た
　
日
日
に
早
い
温
点
　
「
江
津
∬
」
　
に
て
日
帰
り

旅
行
を
計
両
し
ま
し
た

◆
い
わ
き
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

半
成
刀
牛
皮
定
期
総
会
が
7
＝
0
日
い
わ
き
山
車

大
町
一
山
＝
付
け
に
て
聞
催
さ
れ
ま
し
た
　
出
席
帯
川
れ

川
奈
音
中
村
十
代
／
さ
′
ル

閉
会
あ
い
さ
つ
は
副
会
長
＝
山
林
ア
ヤ
い
さ
′
化
、
次

に
物
故
会
日
に
村
す
る
黙
祷
、
会
に
あ
い
さ
つ
の
後

こ
来
賓
の
N
T
T
東
日
本
・
・
・
届
出
い
わ
き
支
店
長
竹

住
金
浩
様
、
N
T
T
労
甜
い
わ
き
分
会
に
阿
部
宏
之

様
、
N
T
T
労
剃
退
職
君
の
余
い
わ
き
地
け
協
議
会

会
長
岡
部
功
様
、
福
鳥
県
会
議
‖
古
市
三
久
桂
よ
り

あ
い
さ
つ
を
い
た
た
き
ま
し
た

議
長
に
松
沢
浄
さ
ん
を
選
出
し
車
中
に
入
り
ま
し

た
■

第
1
号
議
案
半
成
坤
隼
度
美
施
櫨
告
、
第
2
し
．
ケ
議

案
平
成
2
6
年
度
余
計
決
算
吊
告
並
び
に
会
計
監
査

狙
告
、
第
3
＝
ケ
・
鵬
案
平
成
刀
牛
皮
実
施
計
画
一
案
「

第
4
号
議
案
平
成
刀
牛
皮
予
算
計
両
　
妄
空
　
に
つ
い

て
車
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
原
案
適
け
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
■

そ
の
他
に
入
り
会
計
監
査
役
目
の
一
部
改
題
が
あ

り
ま
し
た
　
膏
野
れ
幻
さ
ん
退
任
、
後
任
に
早
坂
公
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〓
力
さ
ん
か
耕
圧
さ
れ
ま
し
た

そ
の
他
艮
隼
に
．
〓
り
余
計
古
拙
宮
古
舟
て
来
ま
し

た
西
尾
季
ト
さ
ん
は
都
合
に
よ
り
会
計
押
勺
を
退
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
長
い
間
の
こ
労
苦
に
付
し
心
ば
か

り
の
記
念
日
岬
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た

総
会
終
了
後
別
室
に
移
り
製
親
会
に
入
り
ま
し
た

乾
杯
の
役
皆
そ
れ
ぞ
れ
1
隼
肌
の
余
日
柚
叶
の
情

旧
交
換
な
い
】
親
睦
を
深
め
丈
カ
ラ
オ
ケ
等
て
時
制
を

過
ぎ
る
の
も
忘
れ
葉
し
い
．
吋
を
削
一
二
し
ま
し
た

次
回
も
必
す
来
る
こ
と
を
約
束
し
て

◎
親
睦
バ
ス
日
帰
り
旅
行

N
T
T
労
組
い
わ
き
退
職
苦
の
余
・
L
催
　
二
八
T
T

労
組
い
わ
き
分
合
∵
い
わ
き
㍑
友
余
協
丹
）
　
の
日
帰

り
ハ
ス
旅
行
　
（
と
れ
い
ゆ
つ
は
さ
と
山
形
文
相
鮎
」

カ
6
日
1
4
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
　
参
加
行
4
5
的
・

¶
日
は
左
候
に
も
恵
ま
れ
い
わ
き
中
央
I
C
十
前

7
時
頃
通
過
し
、
常
砦
道
、
磐
越
道
、
東
北
道
と
柚

局
机
に
9
時
却
分
頃
到
石
、
偏
鳥
肌
よ
り
川
場
り
】
分

山
形
耕
枠
線
と
れ
い
ゆ
つ
ば
さ
に
葉
小
山
形
机
へ

こ
の
問
ハ
ス
は
東
北
道
、
山
形
迫
を
通
り
山
服
駅

へ
。
乗
車
中
車
内
に
足
湯
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の

で
行
っ
て
軋
る
と
、
前
か
ら
予
約
制
で
あ
る
と
の
こ

と
で
入
れ
な
か
っ
た
　
と
て
も
不
満
そ
う
で
あ
り
た

山
形
駅
に
日
時
1
9
分
到
着
、
さ
く
ら
ん
ほ
の
季
節
な

の
で
肌
内
は
さ
′
＼
ら
ん
は
販
売
て
い
∵
は
い
だ
っ
た

山
形
肌
を
日
時
5
0
分
頃
出
発
。
そ
は
と
郷
巨
料
理

里
美
河
江
／
意
想
寺
陣
屋
に
到
＝
宥
▼
　
こ
こ
て
侵
食
■

こ
の
仲
里
の
建
物
は
最
初
見
た
時
は
た
い
往
∴
左

い
某
が
里
ひ
か
，
り
ー
二
し
い
て
り
て
3
・
H
隼
た
へ
た
旧

宏
か
と
思
い
ま
し
た
　
圧
食
後
こ
の
建
物
に
つ
い
て

謡
を
聞
い
て
ふ
ま
す
と
ま
た
建
築
し
て
6
、
7
∴
申
し

・
㌍
溌
り
て
い
な
い
と
か
、
今
は
汀
の
旧
家
の
柾
に
杵

と
か
梁
古
住
あ
色
に
什
卜
け
る
こ
と
か
出
来
る
そ
う

て
す
■
　
刷
り
高
級
な
H
H
を
便
り
て
い
る
様
て
し
き

ホ
車
「
に
…
り
き
ま
し
た

お
い
し
い
日
食
を
す
ま
せ
け
り
起
き
大
正
時
代
に

建
て
ら
れ
た
レ
ン
カ
造
り
旧
県
会
一
満
車
骨
丈
翔
飾

（
初
代
県
令
二
鳥
通
庸
の
手
に
よ
∵
し
円
′
n
∵
目
上
「
二

■

　

　

　

－

　

　

√

ノ

一

1

　

■

　

－

　

′

－

　

－

一

．

．

】

山
形
県
庁
吾
が
、
ま
た
同
1
6
隼
に
県
会
議
車
党
が
建

設
さ
れ
た
が
、
同
4
4
隼
5
日
の
山
形
古
北
人
穴
に
よ

り
両
棟
と
も
焼
失
し
ま
し
た
　
た
た
ち
に
同
地
で
の

復
興
が
パ
両
き
れ
、
人
直
り
】
年
4
月
に
石
r
同
車
6

月
に
宣
成
し
た
も
の
が
現
在
の
旧
県
庁
舎
及
び
県
会

－
兢
小
菅
な
そ
う
て
十
二
　
を
見
学
、
内
部
は
本
当
∴
L
J

派
な
も
の
で
す
　
又
近
く
に
時
計
塔
か
あ
り
現
在
も

佗
倒
し
て
し
ま
す
　
め
す
ら
し
い
時
計
捨
辛
す
　
説

明
さ
れ
た
ん
も
r
率
で
分
か
り
易
ノ
＼
説
明
し
て
い
た

た
き
ま
し
た

今
回
の
旅
行
は
本
当
に
山
形
の
聴
史
を
知
ら
さ
れ

ま
し
た
日
時
珊
分
頃
文
翔
節
を
後
に
山
形
道
、
京
北
道
、

砦
越
道
、
常
砦
道
主
い
わ
き
市
内
に
1
9
時
頃
無
車
到

れ
し
ま
し
た
■
　
大
変
莞
し
い
旅
行
で
し
た
・
世
詔
役

の
皆
様
ご
宮
労
使
で
し
た

◆
会
津
電
友
会

急
や
成
2
7
年
度
総
会
開
催

半
成
2
7
半
丁
月
日
〓
半
前
日
け
よ
り
、
会
津
れ
松

車
内
の
　
「
ホ
テ
ル
い
つ
ふ
や
」
‥
∴
於
い
て
、
こ
来
賓

に
X
T
T
如
日
本
－
京
北
裾
鳥
上
情
余
津
エ
リ
ア
支

店
長
渡
辺
宣
辛
様
、
回
会
津
寸
フ
／
・
ス
喜
美
折
り
諜

艮
川
本
常
山
柾
、
亜
び
に
N
T
T
労
働
組
合
退
職
斤
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耗全様様
平成27年7月14日

の
会
会
津
地
区
協
・
脱
会
幹
車
佐
藤
誠
様
を
お
哩
え
し

会
目
元
名
出
席
の
も
と
開
催
い
た
し
ま
し
た

高
橋
胃
作
幹
車
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
物
故
音
に

対
し
へ
∴
〓
ハ
で
黙
棒
を
さ
さ
げ
ま
し
た
√

鈴
木
キ
イ
子
刷
会
艮
が
問
会
の
こ
と
ば
を
述
へ
、

岩
橋
会
長
が
、
日
頃
O
B
に
対
す
る
ご
理
解
こ
支
接

に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
本
日
は
2
6
牛
皮
の
総
括
と
刀

年
度
の
活
動
計
画
を
提
案
ノ
　
忌
仰
の
な
い
意
見
交
換

を
お
脚
い
し
た
い
と
述
べ
ま
し
た

次
‥
∴
、
渡
辺
宣
宰
支
店
に
か
ら
は
、
ご
祝
辞
と
　
「
N

T
T
の
最
新
情
銅
等
」
　
に
つ
い
て
お
詔
を
い
た
だ
き

ま
し
た

ま
た
、
佐
蒔
誠
押
車
か
ら
ほ
、
心
温
ま
る
連
帯
の

こ
挨
拶
を
い
た
た
き
ま
し
た

議
長
に
鈴
木
末
き
ん
を
選
出
　
議
車
に
入
り
、
ド

成
2
6
隼
度
の
、
L
な
活
動
、
会
計
、
監
査
に
つ
い
て
各

損
、
巨
1
よ
り
侶
告
か
あ
り
、
続
い
て
平
成
2
7
年
度
の
活

動
計
両
　
へ
案
「
．
・
吉
川
　
（
案
∴
　
役
目
の
選
任
を
捉
案

審
議
の
結
果
、
い
す
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た

そ
の
後
、
余
日
増
施
策
と
ー
こ
し
設
け
ら
れ
た
　
「
ク

す
カ
ー
ド
」
　
の
進
＝
上
で
．
〓
い
ま
し
た

捕
入
会
〓
　
遠
根
憲
．
．
さ
′
ル
　
　
用
　
便
肯
き
ノ
八

創
作
和
了
さ
′
代

読
に
雛
住
の
後
、
侵
食
余
′
l
∵
入
り
和
や
か
な
ひ
し
一

時
を
起
こ
し
閉
会
し
ま
し
た

〔
U
r
煮
会
開
催

十
戒
㌘
隼
9
月
8
＝
、
会
津
東
山
混
泉
・
御
宿
束

粗
に
於
い
て
閃
催
　
参
加
人
数
1
7
名
‥
二
男
性
5
㌢
・

女
性
l
三
ケ
日
）

ひ
と
凰
い
＝
浴
び
た
後
、
記
念
損
臣
を
し
、
皆
川
垂

作
事
務
局
に
の
進
′
日
で
、
l
二
時
帥
分
よ
り
開
会
し
ま

し
た初
め
に
告
橋
会
長
よ
り
、
一
お
け
い
近
況
等
語
り

合
い
、
畑
？
1
り
お
起
こ
し
ノ
㌧
た
さ
い
　
」
　
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た

鈴
木
キ
イ
予
測
′
ギ
良
の
ふ
高
ら
か
な
発
声
で
乾
杯

し
、
l
′
差
昧
し
い
〓
理
や
お
洒
亭
い
た
た
き
ま
し
た

余
興
で
は
尺
謡
や
カ
ラ
す
ケ
続
出
　
宴
席
が
お
お

い
に
盛
り
仁
吉
、
最
後
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
「
高
校

隼
牛
」
を
乍
日
で
唄
い
、
そ
の
後
、
高
橋
賢
作
陣

中
の
閉
め
の
発
声
で
閉
会
し
ま
し
た
　
牛
後
3
時
そ

れ
ぞ
れ
沃
涌
ハ
ス
ヤ
日
豪
川
中
て
家
路
に
向
か
い
ま

し
た

（
m
廿
第
1
1
回
揖
㍍
小
町
請
記
念
日
を
祝
う
会
開
催

十
戒
㌘
隼
川
＝
コ
〓
止
十
よ
り
、
会
津
に
松
ワ
シ

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
N
T
T
L
ー
O
B
リ
】
用
件

共
催
に
よ
り
、
4
4
名
出
席
の
も
と
閻
催
さ
れ
ま
し
た

は
じ
め
に
、
＼
T
T
労
組
退
職
音
の
奈
余
津
地
区

協
議
余
鈴
木
尚
栄
会
長
か
聞
余
の
こ
と
ば
を
述
へ
、
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第14回電信電話記念日を祝う会
平成27年10月23日

NTT労相会謹岩松分会さよならパーティてのアトラクション

平成27年9月30日

続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
て
、
N
T
T
東
日
本
　
東

北
　
福
鳥
支
店
　
会
津
エ
リ
ア
支
店
渡
辺
小
目
．
辛
友
情

長
よ
り
、
O
B
に
対
す
る
日
頃
の
感
謝
と
、
N
T
T

の
＝
1
－
堰
新
動
向
等
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

次
に
来
賓
を
代
表
し
て
、
N
T
T
労
組
福
鳥
県
域

分
会
会
津
若
松
部
会
三
日
牛
博
明
様
の
祝
辞
を
い
た
だ

曳
J
ま
し
た

続
い
て
、
会
津
電
友
会
陣
車
高
倍
賢
作
さ
ん
の
発

声
で
乾
杯
し
、
祝
宴
に
入
り
ま
し
た

舞
台
中
央
て
は
、
ヒ
テ
オ
放
映
に
よ
る
N
T
T
東

日
本
√
・
橘
鳥
ク
ル
ー
フ
の
取
り
組
み
等
が
渡
辺
上
店

長
の
説
明
に
よ
．
り
紹
介
さ
れ
、
O
B
の
〃
々
は
最
近

の
動
向
が
よ
ノ
、
理
研
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
現
臓
∵
O
B
そ
れ
ぞ
れ
和
や

か
な
ぶ
囲
‥
■
八
の
申
、
飲
物
と
‥
た
昧
し
い
料
理
を
囲
み

旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

糎
台
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
会
津
電

友
会
副
会
長
の
鈴
木
キ
ィ
√
さ
ん
か
、
「
会
津
め
で

た
」
を
独
里
■
次
に
喜
多
ん
地
代
の
遠
藤
久
「
き
ん

が
、
詩
吟
を
吟
じ
ら
れ
、
夫
々
拍
手
大
喝
采
で
し
た

あ
っ
と
い
う
問
の
り
】
時
問
が
緑
ナ
リ
、
聞
余
の
二
ヒ

は
を
告
橋
会
津
電
友
会
会
長
が
述
べ
、
盛
会
の
う
ヤ
リ

に
お
聞
き
と
な
り
ま
し
た

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
さ
く
ら
会
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

1
　
平
成
㍗
隼
4
月
日
日
日
時
よ
り
、
余
津
持
松
山

長
町
町
内
会
鮪
に
於
い
て
、
総
会
を
閃
き
ま
し
た

出
席
者
8
わ
　
し
′
ス
ン
を
‥
也
し
て
、
し
な
や
か
な

身
作
を
維
持
し
、
あ
わ
せ
て
会
日
用
叶
の
隷
睦
を
図

る
こ
と
を
H
確
認
し
ま
し
た

り
】
　
十
戒
㍗
隼
7
月
7
日
十
校
り
】
昭
か
ら
お
よ
そ
1

時
聞
、
市
内
の
片
柳
テ
ィ
サ
ー
ヒ
ス
に
お
い
て
、
代

作
広
√
会
長
、
余
日
日
田
桂
ト
、
海
老
的
杵
ト
・
し
か

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
♪
月
の
夜
は
・
、
■
い
り
日
日
∵
リ
・
乞
・
、
∴
′

U
ハ
す
エ
な
し
一
9
曲
披
露
し
、
お
客
様
も
r
足
を
動

か
す
等
・
某
し
ん
で
も
ら
い
施
設
側
か
ら
も
感
謝
さ
れ

ま
し
た

3
　
9
月
神
目
牛
後
6
時
よ
り
、
会
津
苦
松
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
N
T
T
労
組
会
津
苦
松
分

会
さ
よ
な
ら
ハ
ー
テ
す
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

、
主
催
音
代
表
の
鈴
木
尚
栄
様
か
ら
、
詳
し
い
緑
週

侶
告
が
あ
り
、
懐
か
し
い
い
目
心
い
出
が
▲
杯
で
感
激

で
し
た

モ
ハ
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
の
生
溝
秦
で
「
化
は
咲
〆
、
」

耳
、
4
名
で
ヮ
】
曲
披
露
し
、
大
き
な
拍
手
を
い
た
た

ち
】
ま
し
た


